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更新統下総層群の堆積システムからみる

“古東京湾’の環境変遷

岡崎（熊代）浩子

千葉県立中央博物館

〒260-8682 千葉市中央区青葉町 955-2

要 旨下総層群を堆積させた内海，“古東京湾”の堆積環境の変遷は，下総層群の堆積システムから読み取

ることができる． 堆積システムの形成には海水準変動（ユースタシー）とテクトニクスが大きく関わってい

る．古東京湾の成立は，鹿島―房総隆起帯の隆起運動に伴うものである．古東京湾は関東平野地域に広がって

いた深い海盆（上総層群の堆積盆）が隆起運動にともない浅海化して形成された．下総層群の各累層の堆積環

境（堆積システム）の変化は氷河性海水準変動と呼応している．すなわち，海水準上昇期には，潮汐低地ーエ

スチュアリーシステムから，内湾またはバリアー島システムが，海水準降下期には，三角州システムや外浜一

海浜システムが発達した．また，鹿島ー房総隆起帯の隆起に伴う地盤の傾動運動の地域的相違に対応して，同

時期に異なる堆積システムが発達していた．さらに．下総層群全体としては，鹿島ー房総隆起帯の影響を受け

て徐々に浅海化・陸化していった．

キーワード：古東京湾，下総層群，堆積システム，氷河性海水準変動，鹿島ー房総隆起帯．

房総半島の中北部の下総台地を構成する下総層群

は，約 45 万~8 万年前の地層である．下総層群が堆積

した海は“古東京湾" (Yabe, 1931) と呼ばれる内海

で，関東平野地域一帯に広がっていた．また， この古

東京湾が形成された地域は関東造盆地という構造盆地

で，関東平野の中心部が第三紀以降とくに第四紀に盆

状に沈降し，平野周辺が隆起してきた地殻変動（関東

造盆地運動） (Yabe and Aoki, 1926) によって，形成

されたと考えられている． このことは，関東平野地域

の地形面高度や，下総層群など台地や丘陵を構成する

地層の傾きが，平野中心に向かって低くなることから

推定されている．また，房総半島に分布する地層の層

相と古生物相からは，上総層群（約 240 万～約 45 万

年前）が示す深い外洋性の海から下総層群が示す内湾

性の海へと浅海化がおこったこと（成瀬， 1959), ま

た，その結果，第四紀後期の氷河性海水準変動の影響

を強く受けるようになったことが知られている．

古東京湾地域のテクトニクス

1. 古東京湾の成立

“古東京湾”がどのように形成されたかを，関東造盆

地運動とそれに関連する関東平野地域のテクトニクス

についてこれまでに述べられてきたことから，まとめ

てみる．

地震探査などから求められる先新第三系の関東平野

の基盤には高崎から千葉，茂原にのびる凹地帯が存在

し，また，層厚 1000 m 以上の厚い上総層群が分布す

る地域が上記の凹地帯の南東部にある． この地域は上

総トラフと呼ばれる（貝塚， 1987) (図 1). 上総層群

堆積盆の南方には葉山一嶺岡隆起帯（小池， 1957) が

あり， この隆起は中新世末からのフィリピン海プレ一

トの沈み込みに関連すると考えられている（新妻，

1986). また， この隆起帯の南側に分布する上総層群

最上部（笠森層）に対比される粗粒砂岩中には，浅海

性貝類化石とともに嶺岡帯由来の円礫が多量に含まれ

る． これはこの頃（笠森層堆積時）に“嶺岡山系＂が

陸上侵食を受けた可能性を示している（小竹ほか，

1995, 1996). 

上総層群堆積盆の東部が隆起し，沈降の中心が西に

移って関東造盆地になりはじめた時期については，河

井 (196_1) や関東新生代構造研究グループ (1977) は上

総層群堆積後期とした．貝塚 (1974) は，上総層群の堆

積盆はかつて三陸・常磐沖の堆積盆と一連であった

が，第四紀になって隆起帯で隔てられ，関東造盆地が

形成されたとし，この隆起帯を鹿島―房総隆起帯と呼

んだ．また，上総層群堆積盆の東部の隆起はフィリピ

ン海プレートの運動が北進から北西進に転換したこと

が原因と考えられている（中村・島崎， 1981; 貝塚，

1984). 

このように，現在の東京湾と同じく，浦賀水道で外

洋と通じ太平洋側が全体としては閉じていた古東京湾

の形成は，次のような過程を経たものと考えられる．

すなわち，葉山ー嶺岡隆起帯の隆起とその北側の東方

に開いた深い上総トラフの形成，その後の，上総トラ

フ東部の隆起（鹿島ー房総隆起帯の隆起連動）によって

成立した．
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図 1. 関東地域の推定されるテクトニクス （貝塚， 1 987 に加箪）． 太線内は上総層群の雇厚 1 000 m 以上の

分布域すなわち上総トラフを模式的に示している．破線は下末吉面の等高線． ▼は相対的沈降域．●は相対

的隆起域． ■は葉山ー嶺岡隆起帯の隆起域. l は東京湾造盆地を， 2 は古河地区造盆地を示す．

2. 鹿島ー房総隆起帯

鹿島―房総隆起帯の隆起による関東造盆地の東部の

傾斜運動の様子は， 下総層群最上部の地層（木下層）

の堆積面（下総上位面：杉原， 1 970, もしくは下末吉

面）の高度分布からよく知られている（貝塚， 1987).

下末吉面の等高線からは，大きい沈降の中心が，東京

湾の北部（東京湾造盆地）と関東平野西北部（古河地

区造盆地）に存在する．図 l は，下末吉面が形成され

た約 12 万年前から後の関東平野地域のテクトニクス

を示している．ちなみに東京湾造盆地の東部に ， 下総

層群の厚さの最大地域（鈴木ほか， 1 995) がぁる．
佐藤 (2000), 中里 • 佐藤 (2001) は， 下総層群の各

累層の基底面の等高線から下総台地の下総層群堆積時

のテクトニクスを明らかにしている．下総台地では下

総上位面より古い地形面はみつかっていないこれは

木下層より下位層準の下総層群の堆積面は上位累層に

侵食されてほとんど残されていないためである．その

ため，それ以前のテクトニクスを知るためには，各累

層の基底面が用いられる．

下末吉面の高度分布からもわかるように，下総台地

は南縁部でその隆起速度がもっとも大きい．佐藤

(2000) はこの下総台地南縁部地域の基底面等高線圏

から次のようなことを明らかにしている．下総層群中

部層（上泉層）堆積時に基底面等高線図の示す傾斜方

向に大きな変化が認め られ，下総層群中部層堆積時以

前では北北東～北東傾斜がみ られたのが， これ以降で

は北西傾斜になる． この傾斜方向の変化からは，下総

層群中部層堆積時のテクトニクスの変化，すなわち，

南方または南西方側隆起（葉山一嶺岡隆起帯）が相対的

に弱まり，南東から東部側（鹿島―房総隆起帯）の隆起

がより強まった可能性が考えられる（岡崎ほか， 2001

a). 

また，下総台地全域の基底面等高線図（図 2a) から

は，下総台地全体で下総層群はほぼ北西傾斜になる

が， 大きくみて，南部の基底面の傾斜は北部と比較す

ると急になっているのがわかる．したがって，鹿島―房

総隆起帯の隆起に伴う地盤の傾動には地域的差異が認

められる ． この詳細を増田 ・ 中里 (1988) や藤原ほか

(1996) は下総層群最上部層（木下層）の海浜堆積物を

用いてその標高分布の解析から明らかにしている．木

下層堆積時以降の下総台地は，村田川低地を境にして

南側は北西に傾動し，相対的に傾動速度が大きく，ま

た，北側は西北西に傾動し，相対的に隆起している

（図 2bc). この村田川低地はほぼ八潮—千葉断層（楡井

ほか， 1 977; 多田， 1983) の東方延長にあたる．

古東京湾の海水準変動

下総層群の大きな特徴は，全体でみると，薄い礫

層 ・ 泥層と貝化石を含むより厚い砂層からなる地園ユ

ニ ットの繰り返し（堆積サイクル）がみられることで
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図 2. 下総層群の基底等高線図と基底面の傾動. (a) 下総四群の基底面等高線図（佐藤， 1 993 に加筆）．基底
面等高線因は各累層の標高 20 m の基底面等高線をと ったもの. Ko; 木下層 Ky; 清川 層， Km; 上泉層，
Yb; 藪層 J; 地蔵堂層 Kz; 金剛地層 (b), (c) 木下層の堆積面から推定される下総台地北部 (b) と南部 (c) の
傾動ブ ロ ックダイ ヤグラム （藤原ほか， 1 996 ).

ある．堆積サイクルは 1 回の海進と海退の堆梢物を示

し （青木 ・ 馬場， 1 9 73; 菊地， 1980), このような海

進 • 海退の繰り返しは，古東京湾が第四紀後期の氷河

性海水準変動をうけて消長を繰り返したためと考えら

れる（関東第四紀研究会， 1 980 ; 町田ほか， 1 980; 増

田， 1 988; 徳橋 ・ 近藤， 1989). 下総層群の累囮区分

はほぼこ の堆積サ イ クルに基づいており，下位から地

蔵堂層，藪層，上泉層，清川層，横田層，木下屈，常

総層に区分される ． 本稿で使用する下総層群の累層名

はほぼ徳橋 ・ 遠藤 ( 1 984) に準ずる ただし，常総層に

ついては， 小玉ほか (198 1 ) , 岡崎 ・ 増田 ( 1 992) に基

づ＜図 3 は，下総層群に多数含まれるテフラのフィ

ショントラック年代に基づいた各累層の堆積年代と酸

素同位体比曲線で示される氷河性海水準変動の対応を

示して いる．

下総層群の堆積環境は堆積相解析を用いて推定され

る ． 推定された堆積環境（堆積物）で， 一連の堆積作
用でまとめられるものは堆積、ンステムと呼ばれる． こ

の堆積システムによっ て，古東京湾の海進 • 海退の様

子はより具体的に復元される（岡崎 ・ 増田， 1 992; 岡

崎 1 996).

下総層群の堆積システム

下総層群の堆積システムをみると，地域によって発

達する堆積ヽンステムの相迎がみられる ． すなわち，大

きく分けて下総台地の南部と北部に分けられる（岡

崎 1 996; 岡崎ほか， 1 997) . また，この地域分布は，

鹿島ー房総隆起帯の運動の相違する地域と一致する
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図 3. 姉崎地域の堆積相模式柱状図．堆積相模式柱状図は，地蔵堂層については，西川・伊藤 (1997), 鎌
滝・近藤 (1997), 藪層は，徳橋・近藤 (1989), 鎌滝 (1999), 上泉層，清川層，横田層は岡崎ほか (1997), 木
下， 姉崎屑は岡崎・増田 (1992) による． 柱状図右横の略号はそれぞれ， SB; シークェンス境界， TST; 海進
期堆積体， HST; 高海水準期堆積体， mfs; 最大海氾濫面， rs; ラビンメント面を示す．貝化石群集の生息深度
と古水温については，近藤康生氏製作 (1989) による中央博物館展示パネルを用いた. 1989 年当時までの貝化
石群集について報告されたものをおおまかにコンパイルしたものである．酸素同位体比曲線 (Imbrie et al., 
1984) との対応は Nakazato et al. (1989) による．

• ; Warm water species 
O ; Cold water species 

NO; Tidal (intertidal) zone 

N1; from low tide mark to 20-30m 

N2; from 20-30m to 50-SOm 

N3; from 50-SOm to 100-120m 

ー 8 -
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（岡崎ほか， 1997). 次にこれらの堆積ヽンステムの特徴

と海水準変動および基底面等高線図から読み取れるテ

クトニクスとの関係を考える．

1. 南部の堆積システム

下総層群の多くの模式地が袖ヶ浦台地付近に設定さ

れ，また，その地域の層相変化は典型的な堆積サイク

ルを示すことから，徳橋・近藤 (1989) によって海

進• 海退サイクルとしてまとめられている．袖ヶ浦台

地付近の下総層群は，下総台地全｛本でみると，特徴的

な層相を示す．すなわち，全体に各累層の層厚が大き

く，下部にエスチュアリーシステムがしばしば発達す

る．また，比較的塊状な細粒砂層が厚く，各層準で特

徴的な化石層を豊富に含むなどである（図 3). これを

藪層でみてみると，比較的厚いェスチュアリーシステ

ムの上位に比較的細粒で分級の悪い沖浜から下部外浜

堆積物が重なり，その上方でやや粗粒化し上部外浜堆

積物になる（図 3). この藪層の基底面等高線図にはこ

の地域に小規模な屈曲が認められる（図 4). さらに，

この基底等高線を求めるための重要な要素である Yb

0 についてみると，模式地では YbO は下部の河川シ

ステムの上位の氾濫原堆積物中に認められる（図 4 の

No. 4). その周辺地域では， YbO は下位の地蔵堂層の

海浜堆積物の上に水平に明瞭な境界をもって載る（図

4 の No. 5). この YbO を含む堆積物は，有機質泥層を

伴うことから陸成湿地の堆積物と考えられ，その下位

の水平な境界面は波食台と考えられる したがって，

基底面等高線図の屈曲は河川の下刻による谷地形を示

唆する．これらのことから模式地の藪層は全体とし

て，谷埋めシステム (Incised Valley fill システム）を

形成していると考えられる (Dalrympleet al., 1992). 

また， この豊富な貝化石と堆積相の解析からは，エス

チュアリーから沖浜までが海進期の堆積物で，下部外

浜堆積物から上部外浜堆積物が海退期の堆積物である

ことが読み取れる（徳橋・近藤， 1989; 鎌滝， 1999).

また， このような谷地形の埋積物において貝化石の保

存がよいのは，河川からの砕屑物供給量が多いために

堆積速度が速く，かっ，内湾では波浪などの沿岸作用

が比較的弱く再移動が小さかったためと考えられる．

このように総じて南部地域では，後述する北部のシ

z
 
• 

<::, 

5km 

図 4. 下総台地南部（袖ヶ浦台地， 木更津台地）の藪層における基底面等高線と各地域の堆積相． 太矢印は

基底面等高線図（佐藤 2000 に加筆）から推定される沈降方向．模式柱状図の左横の略号は， T は潮汐低

地 B は内湾， Sp は砂嘴 TD は潮i夕三角州堆積物を示す．模式地の柱状図の詳細は，図 3 参照
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図 5. バリアー島システムモデル (Reison, 1992; 西川ほか， 1998 を改変）と上泉層の堆積相分布．地層名
の記号は図 2 参照．

ステムと比較すると，河川の影孵の強い堆積システム

が発達する． この要因は前述の下総台地全域での基底

面等高線図で読み取れるように，比較的急傾斜の基底

形状によるものと考えられる．

薮層の基底面等高線は下総台地の南縁部にいくと全

体として北に向って湾曲した形状を示す． ここでの層

相分布をみると，全イ本に湾曲した中央部のところに内

湾泥質堆積物が厚く堆積している．東部では砂嘴や三

角州堆積物の原い砂層がみられ，西部でもやや浅い環

境が推定される（図 4) (岡崎ほか， 2001b). このよう

な特徴はこの地域の地蔵堂層から上泉層にかけて共通

してみられ， ここでは，当時，古東京湾の中に小湾が

形成されていたと考えられる（岡崎ほか， 2001a). 前

述したように下総台地の南縁部は，南方と東方の 2 つ

の隆起帯の影響をうけている．その結果， この地域は

小規模な相対的沈降域になったと考えられる．そのよ

うな基底地形がここに小湾を形成したと考えられる．

2. 北部の堆積システム

下総層群の北部にはバリアー島システムが発達す

る．バリアー島は海岸に平行に延びる細長い島のこと

である．バリアー島システムとは， このバリアー島と

バリアー島によって外洋と隔てられた潟，及び，バリ

アー島とパリアー島との間の水路（潮流口）などから

なる．潮流口で発生する潮流によって運ばれた砂は，

水路の外洋側と潟側に潮汐三角州を形成する（図 5).

木下層のバリアー島システムの復元については，岡

崎・増田 (1992),Okazaki and Masuda (1995) を参照

されたい．木下層のバリアー島システムを特徴づける

のは“木下化石帯”で示される化石層で，その分布と

前進方向から上げ潮潮汐三角州堆積物と考えられる．

図 5 は，北部の上泉層の堆積相分布とバリアー島シス

テムモデルとの対応を示したものである．最も西側の

陸よりの地域では，比較的厚いェスチュアリーシステ

ムの上位に潟堆積物が認められる（宇野沢ほか， 1988

より推定）．中央部では潟堆積物を外浜ー海浜システム

が覆う．これはバリアー島付近の堆積物と考えられ

る．また，これより東よりの地域にみられる貝化石密

集層を含む粗粒～泥質砂層は，潮流口の堆積物と考え

られる．最も東側，外洋側に近い地域では，上泉層の

下位の藪層の上に外浜堆積物が重なる（岡崎ほか，

1997). 

これらのバリアー島システムはそこに含まれるテフ

ラのフィショントラック年代から，木下層では酸素同

位体比ステージ 5.5 ("下末吉海進"), 上泉層では，ス

テージ 7.5 の海水準上昇期に特徴的に発逹しているこ

とがわかる（岡崎・増田， 1992; 岡崎ほか， 1997).

また，北部の比較的傾斜のゆるい基底形状が南部のよ

うな河川作用が卓越するシステムではなく，より沿岸

作用が強い堆積システムを形成させたと考えられる

（岡崎ほか， 2001a).

まとめ

古東京湾の堆積環境の変遷は，下総層群の堆積シス

テムから読み取ることができる．堆積システムの形成

には海水準変動（ユースタシー）とテクトニクスが大

きく関わっている．下総層群堆積時の第四紀後期は，

約 10 万年周期の氷河性海水準変動か顕著な時代であ

- 10-
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る．この氷河性海水準変動による海面の昇降は，約

1.8 万年前の最終氷期の最低位海面が現在よりも約

-120 m, 縄文海進期（約 6000 年前）で約 4~5m の

海面上昇が知られている．氷河性海水準変動は酸素同

位体比曲線によっておおよそ見積もることができる

が，下総層群の各累層においても第一次近似として上

記と同程度（平均 1.2 cm/年）かそれ以下の海面上昇

率が推定される．ー方，下総台地の傾動の主体をなす

鹿島ー房総隆起帯の平均隆起速度は 0.1~0.5 mm/年

が求められている（増田・中里， 1988, 中里•佐藤，

2001). したがって海水準変動速度はテクトニクスの

それをはるかに上まわっている． このことからも，下

総層群でみられる堆積システムの変化が，氷河性海水

準変動にともなったものであることがわかる．また，

古東京湾地域は全体としては鹿島ー房総隆起帯の隆起

の影響を受けて徐々に浅海化していった．その堆積環

境の水平変化（地理的変化）は，鹿島—房総隆起帯の傾

動の地域的相違に対応している． これは，下総台地の

基底面等高線図からも読み取ることができる．
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Significance of Tectonic Movement and 
Eustatic Sea-Level Changes to 
Depositional Systems of Palaeo-Tokyo 
Bay, Analyzed from the Pleistocene 
Shimosa Group, Japan 
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The Shimosa Group, craping out in northern 

Chiba Prefecture, was deposited in the middle to 

late Pleistocene Palaeo-Tokyo Bay (ca. 450ー80 Ka) 

and is characterized by cyclic changes in lithoｭ

facies assemblages (i.e. a sedimentary cycle). Each 

sedimentary cycle comprising transgressive and 

regressive phases in the Shimosa Group was priｭ

marily formed by glacio-eustatic sea-level changes. 

The tectonic movements in the Shimosa Upland 

are detected from the direction of gradient shown 

by the base contour lines of each formation of the 

Shimosa Group. Two uplift zones of the Hayamaｭ

Mineoka zone and the Kashima-Boso zone inｭ

fluenced the Shimosa Upland area. Paralic and 

shallow marine depositional systems (estuary, 

delta, shoreface-beach, barrier and river) are recogｭ

nized in the Shimosa Group. Spatial and temporal 

variations are recognizable in the depositional sysｭ

tems. The spatial variation in depositional sysｭ

tems, inferred from the mapping of a chronostraｭ

tigraphical surface marked by some volcanic ash 

layers, is interpreted to have been controlled by 

tectonic movement. 
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